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今後は、周辺ほ場等での発生状況を調査し、TYLCVの適切な防除手段を講じなければなければならない。

今回検出されたTYLCVの系統はすべてイスラエル系統であった。

そのうち、トマト栽培4ほ場でTYLCVの発生を確認した。

県内の施設栽培トマト栽培5ほ場から防除所によりサンプリングされた葉巻症状を示したトマト葉を、上田らの
プライマーを用いTYLCVの検出を行った。また、同時にTYLCVの系統（イスラエル系統（長崎・土佐株）、マイル
ド系統（愛知・静岡株））を判別した。
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　トマト黄化葉巻ウイルス（TYLCV）が、葉巻症状を示した県内の施設栽培トマトから初めて検出された。検出され
たTYLCVはイスラエル系統であった。
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県内で初めて発生を確認したトマト黄化葉巻病
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